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修士論文題名 

「均衡型染色体構造異常を有する不育症患者が着床前診断受検を決定する因子と 

意思決定支援に求められる遺伝カウンセリングのあり方についての検討」 

 

研究背景と目的 

  不育症患者の 2～6％はカップルのどちらか一方に均衡型染色体構造異常を認めるとさ

れる。この場合には、着床前胚染色体構造異常検査（PGT-SR）以外に流産の予防となり

うる方法がないのが現状である。夫婦が PGT-SR を検討する場合に、受検の意思決定支

援として遺伝カウンセリングが重要な役割を持つと考えられる。本研究では、均衡型染色

体構造異常を持つことに起因した不育症のカップルが PGT-SR 受検を決定する因子と、

受検に関する意思決定を支援するための遺伝カウンセリングに求められるニーズについ

て検討した。 

 

方法 

札幌医科大学附属病院で PGT-SR 受検歴があり、研究に同意を得られたカップルを対

象とした、半構造化面接による質的記述的研究。面接において対象者ごとに語った内容に

ついて逐語録を作成した。逐語録の内容からコードを抽出し、サブカテゴリ化を行った後、

最終的にカテゴリを抽出した。これらのデータをもとに分析を行った。なお、データ分析

にあたっては、データ分析ソフトウェアであるMAXQDA 2020を一部使用した。 

 

結果 

  インタビューの得られた研究対象者はカップル 3組（6名）であり、データ分析より最

終的に以下の 5カテゴリが抽出された。 

① 【PGT-SRを提案された時の情報提供と心理的状況】 

② 【PGT-SRの遺伝カウンセリング時の情報提供と心理社会的影響】 

③ 【PGT-SR受検決定後の採卵～胚移植までの心理社会的影響】 



④ 【妊娠成立～妊娠中の心理社会的影響】 

⑤ 【PGT-SRの適応・技術についての考え、意見】 

また、本研究では 2022年 8月公開の PGT-A・SRについての説明動画（日本産科婦人

科学会）の動画を対象者に視聴してもらい、意見や感想を伺った。 

考察 

 今回の調査では、対象者の不妊治療歴や年齢などの背景から、流産を避けて生児をもうけ

る方法として、対象者すべてが迷うことなく PGT-SR受検の意思決定をしていた。しかし、

PGT-SRの適応の拡大により、適応となる夫婦の背景が多様となることが推測され、PGT-

SR受検を決定する因子として、夫婦の年齢（特に妻）、染色体構造異常のパターン、妊娠

歴、流産・死産歴、不妊不育治療歴、心理社会的背景、経済的背景など、様々な要因が影響

するのではないかと示唆される。これらのことから、今後、PGT-SRの適応拡大、また実施

施設が増加することを踏まえ、PGT-SR適応となるカップルにおいて、生殖医療の知識を持

つ医療職と遺伝医療の知識を持つ医療職が協働、連携して介入することにより、個々の意思

決定に関わる背景を考慮した情報提供と心理社会的支援を行うことが必要であると考えら

れる。 

 






